
   

    

             

 
 

  

  

天
下
無
病 

老
子
は
“
天
下
無
病
”
と
言
い
ま
し
た
。
こ
の

世
に
病
気
と
言
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
は
仮

の
象
で
実
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。
名
だ
け
の
も
の
で

す
。
こ
の
話
を
聞
く
と
皆
様
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

反
応
は
大
体
４
種
類
あ
り
ま
す
。 

１
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。 

２
、
驚
き
ま
し
た
。 

３
、
そ
ん
な
は
ず
が
な
い
と
怒
り
ま
し
た
。 

４
、
迷
い
、
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

な
る
ほ
ど
と
思
う
人
は
皆
、
気
功
師
で
す
。
自

然
、
社
会
、
人
の
本
身
を
認
識
し
て
自
分
の
身
体

も
そ
の
と
お
り
に
表
現
し
ま
す
。 

一
、 

病
は
友
で
す 

自
分
の
生
活
に
問
題
が
出
ま
し
た
。
病
気
に
な

り
ま
し
た
。
反
省
し
ま
す
。
生
活
内
容
を
調
整
し

ま
す
。
病
気
が
な
く
な
り
ま
す
。
病
気
は
名
だ
け

で
実
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
分
か
り
や
す
く

お
話
し
し
ま
す
と
、 

例
え
ば
、 

風
邪
を
ひ
き
ま
し
た
。
ど
う
い
う
も
の
が
風
邪

で
す
か
？ 

咳
、
鼻
水
、
熱
、
喉
が
痛
い
、
人
に

よ
っ
て
症
状
が
違
い
ま
す
。 

身
の
自
然
症
状
が
出
ま
す
。
お
酒
を
飲
み
過
ぎ

た
り
、
不
潔
な
も
の
を
食
べ
て
下
痢
に
な
り
ま
し

た
。
反
省
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
に
ど
う
し
て
風

邪
に
な
る
の
か
、
ど
う
し
て
下
痢
に
な
る
の
か
の

原
因
が
分
か
る
と
病
気
は
治
り
ま
す
。
病
気
は
敵

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
で
す
。
私
た
ち
は
病
気
に

感
謝
す
べ
き
で
す
。
病
は
私
た
ち
に
良
い
生
活
習

慣
が
大
切
だ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
毎
日
お

酒
を
飲
み
過
ぎ
て
薬
で
症
状
を
と
り
ま
す
。
で
も

ま
た
飲
み
過
ぎ
ま
す
。
こ
れ
で
は
病
は
治
り
ま
せ

ん
。 

 

私
は
子
ど
も
の
頃
、
身
が
弱
か
っ
た
で
す
。
そ

の
お
陰
で
気
功
を
習
い
ま
し
た
。
今
は
気
功
師
に

な
り
ま
し
た
。 

二
、 

医
者
い
ら
ず 

 

毎
日
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
、
煙
草
を
す
い
過
ぎ
て

血
圧
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
気
功
を
練
功
し
て
酒

煙
草
も
適
度
に
し
て
血
圧
が
下
が
り
ま
し
た
。
良

い
生
活
習
慣
を
持
つ
こ
と
で
医
者
い
ら
ず
で
済
み

ま
す
。
自
分
が
一
番
の
医
者
で
す
。
良
い
生
活
習

慣
を
持
つ
こ
と
は
自
己
調
整
で
す
。 

三
、 

病
因
を
尋
ね
る 

 

病
名
に
よ
っ
て
病
因
が
違
い
ま
す
。
不
良
な
生

活
習
慣
は
病
気
に
な
る
根
本
的
な
原
因
で
す
。
生

活
習
慣
を
変
え
な
け
れ
ば
永
久
に
患
者
に
な
り
続

け
ま
す
。
東
洋
医
学
は
治
病
求
本
を
大
切
に
し
ま

す
。
原
因
が
分
か
れ
ば
治
り
や
す
い
で
す
。 
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１
、 

意
念(

７
～
８
割
の
病
因) 

心
、
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
ま
し
た
。 

ど
う
し
て
ス
ト
レ
ス
が
出
ま
す
か
？ 

自
然
、
社
会
、
人
生
の
認
識
不
足
で
す
。 

 
 

 

昇
降
開
合
は
人
生
に
は
必
ず
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

自
然
を
認
識
出
来
る
と
社
会
も
人
生
も 

 
 

 

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
物
事
が
広
い
目
で 

 
 

 

見
え
て
ス
ト
レ
ス
も
解
消
し
ま
す
。
心
が 

 
 

 

安
静
に
な
る
と
病
因
も
な
く
な
り
ま
す
。 

 

２
、 

良
好
な
生
活
習
慣
作
り 

生
活
の
中
に
気
功
を
導
入
し
ま
す
。 

新
し
い
生
活
方
式
に
な
り
ま
す
。 

気
候
の
変
化
、
寒
暖
の
差
に
対
し
て
逞
し

く
な
り
ま
す
。 

 

３
、 

気
功
模
式
生
活 

過
度
に
病
院
に
依
頼
し
な
い
事
。 

度
々
病
院
と
薬
に
依
頼
す
る
こ
と
は
病
人

が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
原
因
に
な
り
、
ど
う

し
て
薬
が
出
な
い
の
？
と
い
う
感
覚
に
ま

で
な
り
ま
す
。 

四
、 

気
功
と
は 

１
、 

身
に
永
久
の
和
諧
と
平
衡
の
自
然
状
態
を

守
る
方
法
を
気
功
と
言
い
ま
す
。 

 

２
、 

自
然
の
中
に
進
入
し
ま
す
。 

細
か
く
自
然
を
読
み
ま
す
。 

自
然
界
の
陰
陽
平
衡
を
体
験
し
ま
す
。 

身
の
自
然
態
を
ず
っ
と
守
り
ま
す
。 

自
然
の
規
律
と
流
れ
を
知
り
ま
す
。 

自
然
を
認
識
し
て
了
解
し
、
合
わ
せ
ま
す
。 

そ
れ
は
“
道
法
自
然
”
で
す
。 

 

３
、 

気
功
師
の
役
目
は
気
功
と
縁
の
あ
る
人
に 

最
も
自
然
の
状
態
へ
引
導
す
る
こ
と
で
す
。 

身
が
陰
陽
平
衡
の
状
態
に
戻
れ
ば
病
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

４
、 

気
功
師
の
意
念
の
中
に
は
病
は
あ
り
ま
せ

ん
。
す
べ
て
の
病
は
人
体
内
部
の
不
平
衡

と
不
和
諧
で
す
か
ら
氣
で
身
の
自
然
平
衡

状
態
に
戻
さ
れ
ま
す
。 

 

５
、 

自
分
自
身
が
最
良
の
医
者
で
す
。 

自
身
の
練
功
で
健
康
意
識
を
高
め
る
事
が

重
要
で
す
。
自
覚
を
も
っ
て
練
功
し
、
上

達
の
努
力
を
し
ま
す
。 

積
極
的
な
生
活
態
度
、
良
好
な
生
活
習
慣

が
あ
れ
ば
誰
で
も
気
功
師
に
な
れ
ま
す
。 

 

６
、 

精
神
状
態
が
良
い
こ
と
は
病
気
快
復
の
基

本
で
す
。 

楽
し
み
に
練
功
し
、
未
来
に
希
望
を
抱
き
、

健
康
の
リ
ズ
ム
を
作
れ
ば
こ
の
世
に
病
人

は
い
ま
せ
ん
。 

７
、 

食
事
療
法
と
気
功
と
薬
で
三
歩
曲 

・
身
に
合
っ
て
楽
し
め
る
食
事 

・
練
功
が
毎
日
の
生
活
の
一
部
に
な
り
ま
す
。 

・
重
症
の
方
は
漢
方
薬
、
薬
な
ど
を
使
い
ま
す
。 

 

五
、 

す
べ
て
の
病
気
を
恐
れ
ま
せ
ん 

《
例
》
癌
患
者 

１
、 

た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
は
自
分
が
癌
で
あ

る
こ
と
を
知
る
と
治
ら
な
い
と
思
い
、
癌

で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
ま
す
。 

説
明
す
る
前
に
ま
ず
癌
を
受
け
入
れ
ま
す
。 

 

２
、 

癌
は
身
の
ゴ
ミ
箱
で
す
。 

自
分
自
身
の
体
に
邪
気
を
取
り
除
く
能
力

が
な
く
な
る
と
癌
と
い
う
ゴ
ミ
箱
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
臨
時
の
邪
気
を
入
れ
る
ゴ

ミ
箱
で
す
。
元
気
な
人
は
正
気
が
強
い
で

す
。
体
内
の
ゴ
ミ
を
整
理
し
、
き
れ
い
に

す
る
能
力
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ゴ
ミ
箱
が

要
り
ま
せ
ん
。 

正
気
不
足
で
邪
気
が
多
い
と
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
な

く
て
癌
と
言
う
ゴ
ミ
箱
が
生
ま
れ
ま
す
。
ゴ
ミ
箱

を
捨
て
る
意
識
で
癌
を
切 



る
の
は
良
い
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ

ミ
箱
が
な
く
な
る
と
部
屋
は
き
れ
い
に
は

な
ら
な
い
で
す
。
体
内
に
邪
気
が
と
ん
で

い
ま
す
か
ら
汚
い
で
す
。
元
気
に
な
っ
て

自
然
の
力
で
体
内
の
ゴ
ミ
、
つ
ま
り
邪
気

を
浄
化
す
る
能
力
が
快
復
す
る
こ
と
は
一

番
良
い
方
法
で
す
。 

 

３
、 

癌
に
な
る
原
因
を
尋
ね
ま
す 

① 

精
神
の
原
因 

② 

恐
れ
の
原
因 

③ 

不
良
習
慣 

そ
の
中
に
存
在
す
る
恐
れ
の
情
緒
で
人

体
の
免
疫
力
、
抵
抗
力
が
下
り
ま
す
。 

専
門
家
に
相
談
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

４
、 

癌
は
友
で
す 

自
身
の
精
神
と
生
活
の
不
良
習
慣
を
反
省

し
、
正
気
虚
弱
の
原
因
を
さ
が
し
ま
す
。 

 

５
、 

治
療
方
法 

① 

環
境
を
変
え
ま
す
。 

い
つ
も
の
生
活
環
境
か
ら
気
功
練
功
グ

ル
ー
プ
に
入
り
ま
す
。
相
談
で
き
る
人
が

増
え
ま
す
。 

自
分
は
病
人
と
思
わ
な
い
で
、
癌
に
勝
つ

信
念
を
持
ち
ま
す
。 

② 

入
門
か
ら
焦
ら
ず
、
練
功
を
続
け
ま
す
。 

站
椿
功
や
色
々
な
功
法
を
習
っ
て
採
気

力
を
高
め
ま
す
。
静
功
を
大
事
に
し
て
入

静
状
態
に
入
り
ま
す
。 

③ 

遠
足
、
旅
行
を
し
て
大
自
然
に
入
り
ま
す
。 

ず
っ
と
家
に
い
て
は
環
境
が
変
わ
り
ま

せ
ん
。 

④ 

合
理
的
に
生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
り
ま
す
。 

飲
食
を
見
直
し
て
練
功
生
活
を
実
践
し

ま
す
。 

 

６
、 

ど
ん
な
病
気
で
も
同
じ
や
り
方
で
解
消
し

ま
す 

  
老
子
大
道
経 

第
二
十
五
章 

象
先 

一
、
氣
は
天
地
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
氣
に
は
音
も
な
く
、
影
像
も
あ
り

ま
せ
ん
。
他
の
物
質
に
も
依
附(

依
頼)

し
な

い
独
立
唯
一
、
永
久
不
変
の
存
在
で
す
。
天

と
地
の
間
を
循
行(

巡
行)

し
、
永
遠
に
衰
弱

し
な
い
地
球
の
父
母
で
す
。 

二
、
氣
は
大
。
大
の
意
味
は
流
逝
、
流
逝
の
意
味

は
遥
遠
、
遥
遠
の
意
味
は
循
環
で
す
。
こ
れ

は
気
の
偉
大
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。 

三
、
人
は
地
球
の
流
れ
・
規
律
を
遵
循
し
ま
す
。

地
球
は
宇
宙
の
流
れ
・
規
律
を
遵
循
し
ま
す
。

宇
宙
の
規
律
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
宇
宙
の

規
律
は
自
然
で
す
。
宇
宙
の
規
律
は
ま
た
道

と
言
い
ま
す
。
最
大
の
道
は
自
然
で
す
。 

 

新
型
肺
炎
の
気
功
説 

 

新
型
肺
炎
は
気
功
学
で
は
疫
病
と
言
い
ま
す
。

強
烈
な
伝
染
性
を
持
つ
致
病
邪
気
人
体
侵
入
の
流

行
性
病
気
で
中
医
学
で
は
“
非
時
之
気
”
で
す
。

冬
は
寒
く
な
る
の
が
当
然
で
す
。
し
か
し
暖
冬
は

疫
病
に
な
り
や
す
い
で
す
。 

 

疫
病
邪
気
は
風
、
寒
、
暑
、
湿
の
邪
気
で
は
な

く
、
天
地
の
間
の
特
異
な
邪
気
で
す
。
老
少
強
弱

に
関
わ
ら
ず
、
接
触
に
よ
り
病
に
な
り
ま
す
。
邪

気
は
口
、
鼻
か
ら
侵
入
し
、
肺
と
皮
膚
の
間
に
存

留
し
、
短
期
間
で
高
熱
、
気
息
急
促
、
呼
吸
困
難

に
な
り
、
普
通
の
風
邪
と
違
い
ま
す
。 

 

普
通
の
風
邪
は
薄
着
で
風
に
長
く
吹
か
れ
た
り
、

冷
水
に
浸
か
っ
た
り
、
お
風
呂
の
後
す
ぐ
に
寒
風

に
当
た
っ
て
、
頭
痛
、
鼻
水
、
熱
の
症
状
が
出
て

脈
は
浮
脈
、
急
脈
に
な
り
ま
す
。 



 
疫
病
は
風
邪
の
よ
う
な
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

急
に
身
が
凛
凛
と
寒
気
を
感
じ
、
次
に
高
熱
、
呼

吸
困
難
に
な
り
ま
す
。
過
労
、
ス
ト
レ
ス
、
虚
弱

体
質
の
人
は
回
復
で
き
ま
せ
ん
。 

 

古
来
中
国
は
時
々
疫
病
が
流
行
し
、
死
亡
人
数

は
何
萬
何
千
の
数
で
す
。
現
在
、
科
学
技
術
が
発

達
し
、
情
報
も
速
く
、
上
古
疫
病
と
比
べ
る
と
一

番
厳
し
い
と
は
言
え
ま
せ
ん 

 

予
防
方
法 

１
、
良
好
生
活
習
慣
、
特
に
手
足
口
鼻
の
衛
生
管

理
、
マ
ス
ク
、
手
、
足
の
消
毒
が
大
事
で
す
。 

２
、
練
功
は
日
常
生
活
の
一
部
に
な
る
こ
と
で
免

疫
力
を
高
め
ま
す
。 

３
、
温
か
い
服
装
で
楽
し
い
情
緒
で
い
ま
す
。 

４
、 

暴
飲
暴
食
を
や
め
て
睡
眠
を
よ
く
と
り
ま
す
。 

５
、
漢
方
薬
は
中
国
大
先
生
の
名
方
は
五
黄
湯
で

す
。 

６
、『
于
雷
式
仙
人
除
邪
功
』
は
抵
抗
力
と
免
疫
力

を
高
め
ま
す
。 

７
、
焦
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
に
な
る
情
緒
を
避
け
ま

す
。
平
和
の
心
。 

 

中
国
の
最
新
情
報 

 

１
月
２
４
日
に
西
苑
病
院
か
ら
総
計
３
０
人
の

医
療
応
援
チ
ー
ム
が
武
漢
へ
行
き
ま
し
た
。
皆
は

中
国
薬
の
伝
統
療
法
で
新
型
肺
炎
と
対
決
し
ま
す
。 

今
の
数
の
統
計
を
見
ま
す
と
伝
統
の
治
療
方
法
の

気
功
、
鍼
灸
、
漢
方
薬
の
有
効
率
は
９
８
％
、
治

癒
率
約
８
０
％
、
死
亡
率
２
％
未
満
で
す
。
特
別

有
効
な
薬
が
出
て
こ
な
い
時
は
伝
統
医
学
の
力
が

信
用
で
き
ま
す
。
安
心
も
で
き
ま
す
。 

 

新
型
肺
炎
に
つ
い
て 

新
型
肺
炎
の
話
題
は
中
国
武
漢
か
ら
始
ま
り
、
約

２
ヶ
月
続
い
て
今
に
至
り
ま
す
。 

 

先
週
、
呼
吸
内
科
医
師
に
な
っ
て
６
０
年
に
な

り
ま
す
母
は
北
京
Ｔ
Ｖ
に
取
材
さ
れ
ま
し
た
。
母

親
の
弟
子
は
武
漢
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
で
母
は
最

新
情
報
を
聞
い
て
記
者
陣
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。 

 

新
型
肺
炎
が
大
幅
に
伝
染
す
る
原
因
の
１
つ
は

発
病
初
期
に
大
量
の
漢
方
薬
を
使
わ
ず
高
熱
が
下

が
ら
な
い
か
ら
で
す
。
現
代
医
学
の
や
り
方
は
病

因
不
明
の
時
、
薬
が
出
せ
な
い
で
す
。
高
熱
、
呼

吸
困
難
の
人
に
は
生
理
塩
水
の
点
滴
と
呼
吸
器
な

ど
を
使
い
ま
す
。
ま
た
抗
生
物
質
は
あ
ま
り
効
き

ま
せ
ん
。
中
医
の
祖
国
中
国
で
も
先
に
漢
方
薬
を

使
う
の
は
積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
中
国

の
歴
史
で
見
る
と
伝
染
が
強
い
病
気
は
約
二
，
三

十
年
に
１
回
流
行
し
ま
す
。
昔
は
情
報
が
発
達
し

て
な
い
こ
と
で
今
ほ
ど
社
会
的
影
響
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
特
別
対
症
の
新
薬
を
発
明
す
る
前
に

ま
ず
漢
方
薬
の
退
熱
剤
を
使
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

１
７
年
前
中
国
で
サ
ー
ズ
大
流
行
の
時
機
に
や
は

り
漢
方
薬
は
巨
大
な
作
用
を
発
揮
し
ま
し
た
。
伝

統
中
医
学
を
重
視
す
べ
き
で
す
。 

死
亡
率
に
つ
い
て
は
免
疫
力
抗
病
力
低
下
の
人
が

ほ
と
ん
ど
死
に
至
り
ま
す
。
気
功
な
ど
の
予
防
医

療
も
全
民
普
及
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
は
よ
く

練
功
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
て
も
発
病
し
な

い
人
が
多
い
で
す
、
花
粉
症
と
同
じ
よ
う
に
自
分

自
身
の
排
邪
排
毒
能
力
が
あ
れ
ば
患
者
に
な
り
ま

せ
ん
。 

 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 
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